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高い発光量と良好なエネルギー分解能を有するシンチレータ材料として、バンドギャップエネ

ルギーが小さくなる傾向をもつハロゲン化物が注目されており[1]、近年では高性能型なハロゲン

化物シンチレータ Ce:LaBr3[2]（発光量約 61,000 photons/MeV、662 keVのガンマ線に対するエネル

ギー分解能約 3%）などが開発されている。しかし大半のハロゲン化物材料は潮解性を有している

ため、装置や密封フィルム内に存在する微量の水分による潮解ないしは吸湿による白濁を避ける

ことができず、実用時における経年劣化が問題となっている。 

 そこでわれわれは、潮解性の無い新規ハロゲン化物シンチレータである Cs2HfCl6[3,4]に注目し

た。Cs2HfCl6は、発光量 54,000 photons/MeV、エネルギー分解能 3%前後といった優れた特性を有

する。また、実効原子番号が 58と大きく、Ce:LaBr3などで見られる内在放射能が存在しないこと

から、内在バックグラウンドも低く、高感度のガンマ線検出が期待できる。しかし、蛍光寿命が

約 4µsと比較的長く、高線量空間では正確な検出を行うことができないといった欠点も併せ持つ。

Cs2HfCl6 の優れた特性のさらなる向上や蛍光寿命の改善のため、われわれは賦活剤添加に着目し

た。本研究では希土類元素を添加したときの Cs2HfCl6 の発光波長・発光量・蛍光寿命といった発

光特性の変化について調査した。 

 賦活剤として Eu を選択し、undoped-Cs2HfCl6単結晶および Eu:Cs2HfCl6単結晶を、垂直ブリッ

ジマン法により育成した。さらに粉末 XRD による相同定を行った結果、異相の出現は見られなか

った。育成した undoped-Cs2HfCl6は発光量 44,000光子/MeV、エネルギー分解能 5.2 %であったの

に対し、Eu:Cs2HfCl6は発光量 36，000光子/MeV、エネルギー分解能 7.4 %となった。また、蛍光

寿命を表１に示す。Eu添加により高速成分が速くなり、その割合も増加したため、蛍光寿命の高

速化にしたと結論付けることができる。Eu:Cs2HfCl6 については、図１に示すように Eu
3+の 4f-4f

遷移に由来する発光が見られた。本講演ではこれらの結晶育成および評価結果の詳細について報

告する。 

 

表１ 得られた試料のシンチレーション特性 
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図１ Eu:Cs2HfCl6の発光スペクトル 

   （励起波長 320 nm） 
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